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令和 4年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

文化資源課
担当名: 総務・芸術文化推進担当

内線: 6919 (単位：千円)
会計

B49 川の博物館管理運営費 一般会
計

教育費 社会教
育費

項
博物館費 自然と川の博物館費

番号 事業名

事 業
期 間

平成 9年度～ 根 拠
法 令

埼玉県立自然と川の博物館条例

款

針路 08
分野施策 0803

１　事業概要 ５　事業説明
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　川の博物館の適切な管理運営を行うとともに、様々な
事業を展開し、魅力的で親しまれる博物館運営に努め、
学術文化の発展に寄与する。
　指定管理者による管理運営を行い、より効率的な運営
と利用者サービスの向上を図る。

　ア　川の博物館指定管理料
　　　エネルギー価格の高騰に伴う指定管理料の増額
　　　3,727千円

（１）事業内容
　　ア　川の博物館指定管理料　施設維持管理、博物館事業運営のために指定管理者に支出する経費　　239,368千円
　　イ　川の博物館直営事業費　指定管理者の選定にかかる経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200千円
　
（２）事業計画
　　ア　川の博物館指定管理料
　　　　公募により選定した指定管理者に対して、指定管理料を支出し、博物館の適切な管理運営と利用者へのサービ
　　　ス向上を図る。
　　　　指定期間は、平成30年4月1日から令和5年3月31日までの5年間。
　　イ　川の博物館直営事業費
　　　　次期指定管理者の選定を行う。
　
（３）事業効果
　　　貴重な資料や情報を次世代に伝え、それを活用した魅力ある展示や普及事業を展開することによって、水に親し
　　みながら楽しく学べる機会を提供することができる。
　　　入場者数：平成30年度155,484人 令和元年度132,301人 令和2年度55,563人　令和3年度87,517人
　　　　　　　　令和4年度118,000人(計画)

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　公募により選定した指定管理者により、館の運営を行う。
　
（５）その他
　　【前年度からの変更点】
　　　次期指定管理者の選定を行う。
　
（６）補正の概要
　　　エネルギー価格の高騰に伴う指定管理料の増額

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)
(区分)その他の教育費　(細目)社会教育費
(細節)社会教育施設費
(積算内容)博物館費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.9人＝8,550千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額

決定額 3,727

現計額 239,568 239,568

― 教育局 49 ―

支え合い魅力あふれる地域社会の構築

3,727 243,295

文化芸術の振興



 

事業名

単位事業名 予算額 3,727千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 3,727 ― エネルギー価格高騰に伴う指定管理料の増

合計 3,727 ―

事業内訳書

川の博物館管理運営費

川の博物館指定管理料

主な内容


